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2 成田空港への乗り入れ航空会社と発着回数

1日平均では566回になった。チェジュ航空の務安線
の新規就航やオーストリア航空のウィーン線の運航再
開など、旅客便で韓国や欧州方面を中心に新規就航
と増便があり、発着回数が順調に増加した。
　国内線の週間発着回数は972回で、2018年冬期ス
ケジュールを4回下回ったが、2018年夏期スケジュー
ルに比べると14回増加している。
　就航都市数は夏期スケジュール期初で、海外が40
カ国・3地域の115都市、国内が22都市で合計137都市

（141路線）と、開港以来の最高値を更新した。国際線
ではウズベキスタン国営航空のタシケント線、ロイヤル
ブルネイ航空のバンダルスリブガワン線など、国内線
ではジェットスター・ジャパンによる高知線、宮古（下
地島）線の新規就航で就航都市数が拡大した。
　乗り入れ航空会社数は、国際線が97社、国内線の
みが2社の計99社で、2018年冬期スケジュール期初と
同数。運休する航空会社もあったものの、タイ ライオ
ンエアーやベトジェットの新規乗り入れなどがあった。

（3）2019年冬期スケジュール
　  （2019年10月27日〜2019年3月28日）
　冬期スケジュール期初で、国際線と国内線を合わ
せた週間発着回数は合計4914回で、2018年冬期スケ
ジュールを173回上回り、冬期スケジュールとしての最
高値を更新した。この発着回数を年間に換算すると
25万6230回、1日平均は702回となった。
　国際線の週間発着回数は、旅客便で中国路線を中
心に新規就航と増便があり冬期として過去最高を記録
したことに加えて、貨物便でも新規乗り入れなどがあっ
たことから、2018年冬期スケジュールより189回増えて
3944回となり、冬期スケジュールとしての最高値を更
新した。これは年間換算では20万5651回、1日平均で
は563回になった。
　国内線の週間発着回数は960回で、2019年夏期ス
ケジュールに比べると12回の減少となる。
　就航都市数は冬期スケジュール期初で、海外が41
カ国・3地域の118都市、国内が22都市で合計140都市

（144路線）と、冬期スケジュール期初としての最高値
を更新した。国際線で夏期スケジュール期間中の新規
就航に加え、冬期スケジュールより厦門航空の福州線、
全日本空輸のチェンナイ線、SCAT航空のヌルスルタン
線の新規就航などで就航都市数が増加した。
　定期便乗り入れ航空会社数は106社と、夏期・冬期
を通じて開港以来の最高値を更新した。10月27日か
らの中国の吉祥航空や春秋航空などの旅客便に加え

1 定期航空会社別スケジュール 発着回数
（1）�2018年冬期スケジュール

　  （2018年10月28日〜2019年3月30日）
　冬期スケジュール期初で、国際線と国内線を合わせ
た週間発着回数は合計4741回となった。国際線貨物
便で一部減便はあったものの、夏期スケジュール期中
に旅客便の新規就航等もあり、2017年冬期スケジュー
ルを5回上回り、冬期スケジュールとしての最高値を更
新した。年間に換算すると24万7209回、1日平均は
677回となった。
　国際線の週間発着回数は、韓国や台湾方面への
旅客便の新規就航と増便等により、2017年冬期スケ
ジュールより15回増えて3755回と、冬期スケジュール
としての最高値を更新した。これは年間換算では19万
5796回、1日平均では536回になる。
　国内線の週間発着回数は986回。2017年冬期スケ
ジュールに比べると10回減ながら、2018年夏期スケ
ジュールからは18回増えている。
　就航都市数は冬期スケジュール期初で、海外が39
カ国・3地域の112都市、国内が21都市で合計133都
市（136路線）と、冬期スケジュールとしての最高値を
更新した。エア・カナダのモントリオール線、フィジー・
エアウェイズのナンディ線の新規就航等に加え、バニ
ラエアの石垣線、ジェットスター・ジャパンの長崎線等
の新規就航で、国内線就航都市が開港以来の最高と
なった。
　定期便乗り入れ航空会社数は99社と、冬期スケ
ジュール期初として最高となった。6月1日からノックス
クートが、7月3日からフィジー・エアウェイズが新規に
乗り入れたのに加えて、台中との定期チャーター便を
運航していたマンダリン航空が10月28日から定期便化
したことにより、航空会社数がさらに増加した。

（2）�2019年夏期スケジュール
　  （2019年3月31日〜2019年10月26日）
　夏期スケジュール期初で、国際線と国内線を合わせ
た週間発着回数は合計4943回となり、開港以来の最
高値を更新した。2018年冬期スケジュールより202回
増、過去最高だった2018年夏期スケジュールより146
回増えた。年間に換算すると25万7742回、1日平均は
706回となり、1日の平均発着回数が初めて700回を突
破した。
　国際線の週間発着回数は3961回と開港以来の最
高値を更新。年間換算で20万6538回と20万回を超え、
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て、貨物専用航空会社でも10月30日から中国貨運航
空が新規乗り入れを果たすなど、航空会社数がさらに

増加した（表1-7参照）。

表1-7　成田空港への定期便乗り入れ航空会社（106社）	 2019年冬期スケジュール期初

国・地域名 航空会社 コード 備考

アラブ首長国連邦 エティハド航空
エミレーツ航空

Ｅ Ｔ Ｄ
Ｕ Ａ Ｅ

イスラエル エルアル イスラエル航空 Ｅ ＬＹ

イタリア アリタリア-イタリア航空
カーゴルックスイタリア

Ａ Ｚ Ａ
Ｉ Ｃ Ｖ 貨物専用航空会社

インド エア インディア Ａ Ｉ Ｃ

インドネシア ガルーダ・インドネシア航空 Ｇ Ｉ Ａ

ウズベキスタン ウズベキスタン国営航空 Ｕ Z B

英国 ブリティッシュ・エアウェイズ Ｂ Ａ Ｗ

エジプト エジプト航空 M Ｓ Ｒ

エチオピア エチオピア航空 Ｅ Ｔ Ｈ

オーストラリア
ヴァージン・オーストラリア
カンタス航空
ジェットスター航空

Ｖ Ａ Ｕ
Ｑ Ｆ Ａ
Ｊ Ｓ Ｔ

自社機材での運航なし

オランダ KLMオランダ航空 Ｋ Ｌ Ｍ

カザフスタン SCAT航空 Ｖ Ｓ Ｖ

カタール カタール航空 Ｑ Ｔ Ｒ

カナダ エア・カナダ Ａ Ｃ Ａ

韓国

アシアナ航空
イースター航空
エアソウル
エアプサン
ジンエアー
大韓航空
チェジュ航空
ティーウェイ航空

Ａ Ａ Ｒ
Ｅ Ｓ Ｒ
Ａ Ｓ Ｖ
Ａ Ｂ Ｌ
Ｊ Ｎ Ａ
Ｋ Ａ Ｌ
Ｊ Ｊ Ａ
Ｔ Ｗ Ｂ

サウジアラビア サウディア Ｓ V Ａ

シンガポール シンガポール航空
スクート

Ｓ Ｉ Ａ
ＴＧ Ｗ

スイス スイスインターナショナルエアラインズ Ｓ Ｗ Ｒ

スウェーデン
デンマーク
ノルウェー

スカンジナビア航空 Ｓ Ａ Ｓ

スペイン イベリア航空 Ｉ Ｂ Ｅ

スリランカ スリランカ航空 Ａ Ｌ Ｋ

タイ

タイ・エアアジアＸ
タイ国際航空
タイ ライオンエア
ノックスクート
バンコク・エアウェイズ

Ｔ Ａ Ｘ
Ｔ Ｈ Ａ
Ｔ Ｌ Ｍ
Ｎ Ｃ Ｔ
Ｂ Ｋ Ｐ 自社機材での運航なし

（台湾） 

エバー航空
タイガーエア台湾
チャイナエアライン
マンダリン航空

Ｅ Ｖ Ａ
Ｔ Ｔ Ｗ
Ｃ Ａ Ｌ
Ｍ ＤＡ

中国

厦門航空
海南航空
吉祥航空
山東航空
四川航空
春秋航空
深圳航空
中国貨運航空
中国国際貨運航空
中国国際航空
中国東方航空
中国南方航空

Ｃ Ｘ Ａ
Ｃ Ｈ Ｈ
ＤＫ Ｈ
Ｃ ＤＧ
Ｃ Ｓ Ｃ
Ｃ Q Ｈ
Ｃ Ｓ Ｚ
Ｃ Ｋ Ｋ
Ｃ Ａ Ｏ
Ｃ Ｃ Ａ
Ｃ Ｅ Ｓ
Ｃ Ｓ Ｎ

自社機材での運航なし

貨物専用航空会社
貨物専用航空会社

国・地域名 航空会社 コード 備考

チリ LATAM Airlines Ｌ Ａ Ｎ 自社機材での運航なし

トルコ ターキッシュ エアラインズ Ｔ Ｈ Ｙ

ドイツ
アエロロジック
ルフトハンザカーゴ
ルフトハンザドイツ航空

Ｂ O Ｘ
Ｇ Ｅ Ｃ
Ｄ Ｌ Ｈ

貨物専用航空会社
貨物専用航空会社
自社機材での運航なし

日本

IBEXエアラインズ
エアージャパン
ジェットスター・ジャパン
Spring Japan
全日本空輸
日本貨物航空
日本航空
ピーチ・アビエーション

Ｉ Ｂ Ｘ
Ａ Ｊ Ｘ
Ｊ Ｊ Ｐ
Ｓ Ｊ Ｏ
Ａ Ｎ Ａ
Ｎ Ｃ Ａ
Ｊ Ａ Ｌ
Ａ Ｐ Ｊ

国内線のみ運航

貨物専用航空会社

国内線のみ運航

ニュージーランド ニュージーランド航空 Ａ Ｎ Ｚ

パキスタン パキスタン国際航空 Ｐ Ｉ Ａ

フィジー フィジー・エアウェイズ Ｆ Ｊ Ｉ

フィリピン セブパシフィック航空
フィリピン航空

Ｃ Ｅ Ｂ
Ｐ Ａ Ｌ

フィンランド フィンランド航空 Ｆ Ｉ Ｎ

ブラジル LATAM Airlines Ｔ Ａ Ｍ 自社機材での運航なし

フランス
エア・カレドニア・インターナショナル
エア タヒチ ヌイ
エールフランス航空

Ａ Ｃ Ｉ
Ｔ Ｈ Ｔ
Ａ Ｆ Ｒ

ブルネイ ロイヤルブルネイ航空 Ｒ Ｂ Ａ 自社機材での運航なし

米国

アトラスエア
アメリカン航空
カリッタエア
デルタ航空
ハワイアン航空
フェデラルエクスプレス
ポーラーエアカーゴ
ユナイテッド航空
ユナイテッドパーセルサービス

Ｇ ＴＩ
Ａ Ａ Ｌ
Ｃ Ｋ Ｓ
Ｄ Ａ Ｌ
Ｈ Ａ Ｌ
Ｆ Ｄ Ｘ
Ｐ Ａ Ｃ
Ｕ Ａ Ｌ
Ｕ Ｐ Ｓ

貨物専用航空会社

貨物専用航空会社

貨物専用航空会社
貨物専用航空会社

貨物専用航空会社

ベトナム ベトジェット
ベトナム航空

Ｖ Ｊ Ｃ
Ｈ Ｖ Ｎ

ポーランド LOTポーランド航空 Ｌ Ｏ Ｔ

（香港）

エアホンコン
キャセイパシフィック航空
香港エクスプレス
香港航空

Ａ Ｈ Ｋ
Ｃ Ｐ Ａ
Ｈ Ｋ Ｅ
Ｃ Ｒ Ｋ

貨物専用航空会社

（マカオ） マカオ航空 Ａ Ｍ Ｕ

マレーシア
エアアジアX
ファイアーフライ
マレーシア航空

Ｘ Ａ Ｘ
Ｆ Ｆ Ｍ
Ｍ Ａ Ｓ

自社機材での運航なし

南アフリカ 南アフリカ航空 Ｓ Ａ Ａ 自社機材での運航なし

メキシコ アエロメヒコ航空 Ａ Ｍ Ｘ

モンゴル MIATモンゴル航空 Ｍ Ｇ Ｌ

ルクセンブルク カーゴルックス ＩＣ Ｖ

ロシア

アエロフロート・ロシア航空
エアブリッジカーゴ
S7航空
オーロラ航空

Ａ Ｆ Ｌ
Ａ Ｂ Ｗ
Ｓ Ｂ Ｉ
Ｓ Ｈ Ｕ

貨物専用航空会社
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